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2050年の二酸化炭素量排出量ネットゼロを実現するために、本事業ではバイオマスを原料として、ス

マートセルを用いたバイオ化学品の発酵生産を行う事により、持続可能な化学品生産技術を開発する。
特に代替生産手段が乏しい芳香族化学品に特化してスマートセルの開発、発酵及び精製プロセスを開
発を行って、経済性のあるバイオ化学品の普及を目指す。

芳香族化合物を高効率で生産するスマートセルの開発を行っている。また、本事業では培養及び精製
の基本製法を確立する。さらに工業化データの取得を行い、量産化に向けた検討を進める。最終的に
は石油化学製品に経済的に対抗可能なプロセスを開発する。

原料については持続可能原料であるバイオマスを用いるが、様々なバイオマスを活用できるように開発
を行う。

本研究開発において、芳香族化学品Xのスマートセルを開発し、培養の最適化及び基本精製プロセスを開
発し、バイオ化学品Xの基本製法を確立した。
芳香族化学品Xのメーカーと協業について具体化し、年産１万トンを目指す。
ビジネスアワード ：第1回MIZUHO｜Google Cloud スタートアップサポートプログラム 最優秀賞、第7回め
ぶきビジネスアワード、日立製作所賞 他３件）
アクセラプログラム：採択2件（Plug & Play, CiC東京）
２０２３～２０２４年に合計１．８億円の資金を調達。

作成/更新：２０２４年１０月

スマートセルによるバイオ変換


